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松戸市和名ヶ谷クリーンセンター
（
仮

称

）

市

で

は
、
和

名
ヶ

谷
に

計
画

し
て

い
た

市
内

三
番

目
の

清
掃

工
場

「
（

仮
称

）
松
戸

市
和

名
ヶ

谷

ク
リ
ー

ン
セ
ン

タ
ー
」

の
建

設

を
、
先

月
ス

タ

ー
ト

さ
せ

ま

し
た

。

既
存

施
設
の

老

朽
化

や
、
年

々

増
加

す

る
ご

み
の

処

理
対

策
と
し

て

、
平
成

元
年

度

か
ら

計
画

さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
一
日
当
た
り
三
百
㌧
（
百
㌧
の
炉
を

三

基
設

置
）

の
ご

み

処
理
能

力

を
持
つ

最
新

の
清
掃

工

場
で

す
。

平
成

７
年

９
月
に

完

成
、

同
年

１０

月

か
ら

本

格
稼

動

の
予

定
で

す
。

昭
和
5
3年
か
ら

ご
み
の
分
別

収
集
開
始
、
平
成
２

年
に
は
「
ご

み
を
減
ら
す
課
」の
新
設
な
ど
、

市
で

は
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昨
年
度
は

ご
み

量
を
前
年
度
と
比
較
し
て

、
一
・

七
％

の
伸
び
率
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
燃
や
せ
る

ご
み
の
排
出
量
は
一
日

約
二
百

九
十
四
少
に

も
達
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
燃
や
せ
る

ご
み
に
対

し
て
は
、
二
つ
の
清
掃
工

場
（
六

和
ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
と
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

い
ま
す
が
、
昭
和
4
1年
設
置
の

六
和

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
旧

炉
が
老
朽
化
し
、
新
清
掃
工
場

の

建
設
が
急
が
れ
て

い
ま
し
た
。

新
清
掃
工
場
の
所
在
地
は
和

名
ヶ
谷
一
三
四
九
－

二
ほ
か
で
、

敷
地
面
積
は
約
二
万
四
千
平
方

市

内

３

番

目

の

清

掃

工

場
㍍
工
場
本
体
は
地
上
三
階
・

地
下
三
階
建
て
で

、
面
積
は
約

六
千
平
方
㍍
で
す
。

工
場
建
設
に
要
す
る
費
用
は
、

二
百
四
十
七
億
二
千
万
円
。
焼

却
炉
は
、
一
日
二
十
四

時
間
稼

動
す
る
全
連
続
燃
焼
式
で

、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
含
む
ご
み
の

焼
却
も
可
能

な
、
最
新
の
も
の

で
す
。

最
新
・
最
高
の
公
害
防
止
対
策

公

害
の

防
止
に

つ

い
て

は

、

汚

染

物

質
の

発

生

を

抑
制

す

る

対

策
を

講

ず

る
と

と

も
に

、
可

能
な

限

り
の

高

度

な

除
去

技

術

を
採

用
し

、
万

全

の

対
策

を

施

し

ま
す

。

主

な
公

害

防
止

対

策

は

次
の

と

お
り

で

す

。

臭
気
…
ご
み
ピ
ッ
卜
な
ど
か

ら

出

る
に

お
い

を
含

ん

だ

空
気

は

、
燃

焼

用

と
し

て

利

用
し

ま

す

。
ま

た

、
工

場
の

出

入

口
は

、

エ
ア

ー
カ

ー
テ

ン

や

自

動
扉

を

設
置

す

る

な
ど

、

外

に
臭

気

が

漏

れ
な

い

よ
う

十

分

に
配

慮

し

て

い

ま

す

。

騒
音

…

原

因
と

な

る
機

械

な

と

は

、

遮

音
効

果

の

高
い

材

料

で

囲

う

な
ど

し

て

、
万

全
の

対

策
を

施
し

ま
す

。

排
ガ
ス
…
ば
い
じ
ん
・
塩
化

水

素

・
硫

黄

酸
化

物
を

同

時
に

除

去
す

る
こ

と

が
で

き

る

バ

グ

フ
ィ
ル
タ
ー
を
採
用
し
て
い
ま

す

。

窒

素

酸
化

物

は

、

無
触

媒

脱
硝

・

触

媒
脱

硝

設

備
に

よ

り

、

除
去

し

ま

す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
…
発
生
の
抑

制
に

つ

い

て

は

、

最
新

技

術
の

焼

却
炉

と

自

動
燃

焼

装

置
に

よ

り

対
応

す

る
と

と

も

に

、
除

去

装
置
と
し
て
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

を

設
置

、
万

全

を

期

し

ま
す

。

ま
た

、

昨

年
1
2
月

の

厚

生
省

通

知

「
ダ

イ

オ

キ
シ

ン

類
発

生

防

止

等

ガ

イ

ド
ラ

イ

ン

」
を

守

り

ま
す

。

松
戸
市
和
名
ヶ
谷

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
完
成
予
想
図

余
熟
を
利
用
し
た

利
便
施
設
も
建
設

工

場

隣
接

地

に

は

、
コ

ミ

ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
・
体
育
施
設
・
修

景

施

設

な

ど
の

利

便

施
設

を

建

設

す

る

予

定
で

す

。

ご
み

を
焼

却

す

る

時
に

発

生

す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
貴

重
な

資
源
と
考
え
、
発
電
設
備
を
設

置
す
る
ほ
か
、
利
便
施
設
の
給

湯
や
冷
暖
房
に
も
利
用
し

ま
す
。

な
お
、
ご
み
収
集
車
・
灰
搬

出
車
な
ど
は
、
専
用
の
地
下
通

路
か
ら
工

場
内
に
出
入
り
し
ま

す
。

蠢
清
掃
部
施
設
課
施
設
係

平
成
７
年
1
0
月
か
ら
稼
働
予

定

施
設
の
概
要

現
在
稼
動
中
の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
高
柳
新
田
）
と
内
部
の
ご
み

ピ
ッ

ト

ごみの減量に

ご 協力を

着　工

市役所の代表電話は



市政懇 談会終 わる
２７１件もの質問・要望が

11月18日の市政懇談会

「
思
い
や
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
市
内
小
・
中
学
校
か
ら
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

四
千
八
百
七
十
八

点
の
応
募

が
あ
り
、こ

の
中
か
ら
、
特
別

賞
以
下
二
百
三

十
三
点
、
松

戸
市
特
別
賞
と
し
て
次
の
二

松

戸

南
小

二

年
）
、
泉

田

郁
子

（
河

原

塚

小

五

年
）
、
上

久

保

晃

子
（
梨

香
台

小

六

年
）
、
鈴

木

淳
子
（
栗

ヶ
沢

中

一
年
）
、
花

田

子

愛
（
新

松

戸
北

中

二

年
）

▽
市
議
会
議
長
賞
金
井
裕
子

（
新
松

戸

西

小

一
年

）
、
岩

瀬

明
る
い
社
会
づ
く
り

第
九
回
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
が
決
ま
る

十
七

点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

銅
賞
以
上
と
松
戸
市
特
別

賞
の

合
計
百
七
点
は

、
１

月

2
2日

㈲
～
2
7日
㈲
の
間
、
市

役
所
本
館
新
館
連
絡
通
路
に

展
示

さ
れ
ま
す
。

▽
市
長
賞
吉
永
さ
や
か
（
新

陽
士
（
松
ヶ
丘
小
四
年
）
、
稲

村
亜
紀
（
横
須
賀
小
六

年
）
、

長
尾
圭
挙
（
新
松
戸
北
中
一

年
）
、
山
田
里
織
（
第
五
中
二

年
）
、
村
西
利
恵
（
第
六
中
二

年
）
、
清
水
香
織
（
新
松
戸
南

中
三
年
）

マ

教
育

長

賞

井

出

如
野

（
河

原

塚

小

二

年

）
、

伊

藤

寧

子

（
常

盤
平

第

一

小
三

年
）
、
有

泉

笑

里

（
古

ヶ

崎

南

小

三

年
）
、
南

條

実

麻
（
矢

切
小

六

年
）
、
大

塚

素

美
子

（
根

木
内

中

一

年
）
、
戸
張

俊
行

（
古

ヶ

崎

中

一

年
）
、

高

橋

絵

理

子

（
第

一

中
二

年
）
、
小

宮

知
佳

子
（
第
六

中

二

年
）
、
山
口

ふ

み

（
牧
野

原

中

二

年
）
、
太
田

佳

世

（
小

金

北

中
二

年
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
寺

口

亜

希

子

（
牧

の

原

小

四

年
）
、
小

野

寺
潤

示

金
小

五

年
）
、
森

高

愛
（
横

須

賀
小

六

年
）
、
田

口

輝

恵
（
栗

ヶ

沢

中

一

年
）
、
星

さ

お
り

（
六

実

中

二

年

）
　
　
　
　
＝

敬
称

略

＝

蠢

明

る
い

社

会

づ

く
り

松

戸

推

進

協
議

会

容
6
5－
7
3
8

9

番

地
域
の
要
望
や
意
見
を
聞
き
、
住
み
や
す
い
街
を
つ

く
る
た
め
の
市
政
懇
談
会
が
、
1
0月
2
1日
か
ら
1
1月
2
9

日
ま
で
、
市
内
十
二
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
市
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
各
地
域
で
活
躍
し

て
い
る
三
百
三
十
八
人
の
市
政
協
力
委
員
と
、
市
側
か

ら
は
宮
闕
市
長
を
は
じ
め
関
係
部
課
長
が
出
席
。

懇
談
会
で
は
二
百
七
十
一
件
の
質
問
・
要
望
が
出
さ

れ
、
問
題
解
決
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
政
懇
談
会
は
、
地
域
か
ら

の
質
問
や
要
望
を
聞
き

、
市
政

に
反

映
し
て
い
こ

う
と

、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
市
民
か
ら
出
さ
れ

た
、
市
へ
の
要
望
や
意
見
を
、
市

政

協
力

委

員

が
代

表

し
て

市

側

へ

質
問

し

、

市
長

や

関

係

部

課

長

が
答

え

ま
し

た

。

質
問

内

容

と
し

て

は

、

台

風

の

影

響

に

よ

る
浸

水
問

題

（
下

水
・
排

水

関

係

）
、
公

園
（
公

園

緑

地

関
係
）
や

ご
み
（
環

境
衛

生

関

係
）
に

関
す

る
こ

と

が
、
昨

年

に

比

べ
て

増

え
て

い

ま

す

。

交

通
安

全

関

係
の

中
で

は

、

特
に

自

動

車

の
不

法
駐

車

・

放

毆

車

両

対

策

に

つ

い

て

の

質

問
・
要

望

が

目

立

っ
て

い

ま

す

（
下

表

参
照

）
。

貴
重

な
意
見
を

市

政
へ
反

映

市
で
は

、
市
民
の

皆
さ
ん
か

ら
の

貴

重
な

意

見

・
要

望

を
大

切
に

し

、
実

行
で

き
る

も

の
に

つ

い

て

は

、
す
ぐ

に

行
い

ま

す
。

国
や

県
が

ら

み
で

長

期

に

わ

主 な質 問・要望 事項

た
る
も
の
に
つ
い
て
は

、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

実
現
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

黯
地
域
振
興
課

質　 問　　　 要　 望　事　 項 件　　 数

下水・排水関係 62件．

交通安全関係（駐車・ 規制･ 信号） 46 件

道路整備関係 40 件

公園緑地関係 28 件

環境衛生関係 １８件

防犯・防災関係 11 件

その他 66 件

計 2ﾌ1 件

相
談
の
ご
案
内

1
2月
2
1日
～
１
月
3
1日

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～

午
後
４

時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
税
務
相
談
　
１
月
1
0
日
面
午

後
１

時
～
５
時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
才
－

で

▽
登
記
相
談
　
１
月
1
7
日
面
午

後
１

時
～
４
時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
行
政
相
談
　
１
月
1
3
日
㈲
・

2
7日
㈲
午
後
１
時
～
３
時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
。

一
般
相
談
　
毎
日
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
日
は
午

後
Ｏ

時
3
0分
ま
で
）
、
市
民
相
談

室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時
電

話
受
け
付
け
）
　
毎
週
火
未

曜

日
、
１

月
1
3日
囲
・
2
7日
側
午
後

１
時
～
５

時
、
１
月
６
日
側
午

前
９

時
～
正

午
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
発
明
相
談
　
１
月
８
日
出
午

後
１
時
～
３

時
、
市
役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー
で

蠢
こ
こ

ま
で
は
市
民
相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談
　
１
月
1
6

日
出
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
、

市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

蠢
商
工

課
振
興
係

▽
労
働
相
談
　
１
月
６
日
囲
・

2
0日
㈲
午
後
１
時
～
５

時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
（
容
０消費生 活苦 情相談

4
7
1
1
6
3
－

０

２

４
［
Ｄ

番
］
、
東
葛
飾
支
庁
商
工

労
政

課
（
公
6
1－
2
1
1
5

番
）
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。

黯
商
工

課
労
政
係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午

前
８

時
3
0
分
～
午

後
５

時

呈

曜
日
は
午
後
Ｏ

時
3
0分
ま

で
）
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で

酣
消
費
生
活
セ
ン
タ
１

音
6
5－

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金

曜
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
、
内
職
相
談
室
で

蠢
援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

１

月
☆
1
0日
學

☆
1
7日
面
・
2
4

日
面
、
午
前
1
0時
～

午
後
３
時
、

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

※
☆
印
は
人
権
相
談
の
み

※
人
権
相
談
は
、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
（
登
6
3－

６

２
７
８
番
）
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

圜
人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務

係
、
心
配
ご
と
相
談
＝

社
会
福

祉
協
議
会｛
‥一
6
8
－
0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談
　
1
2
昂
（
一
日
㈹

―
矢
切
支
所
、
2
6日
困
＝

東
部

支
所
、
１

月
７
日
㈹
＝

常
盤
平

支
所
、
1
0日
面
＝
小
金
支
所
、
1
4

日
㈹
＝

小
金
原

支
所
、
1
7日
面

‥い
馬
橋
支
所

、
2
1日
㈹
土
（

実

支
所
、
2
4日
面
＝

新
松
戸
支
所
、

2
8日

叫
＝
矢
切
支
所
、
3
1日
面

＝
東
部
支
所

、
い
ず
れ
も
午
前

1
0時
～
午
後
３
時

※
こ

れ
以
外
の
日
は
国
民

年
金

課
へ

圈
国
民
年
金
課
適
用
係

※
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

老人医療

医
療
受
給
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

有
効
期
間
が
１
月
3
1
日
ま
で
の
人

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で

、
有
効
期
間
が
平
成
４
年

１

月
3
1日

（
受
給
者
証
に
は
昭

和
6
7年
１
月
3
1日
と
記
載
）
で

満
了
と
な
る
人
に
、
新
し
い
健

康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
を
１

月
下

旬
に
発
送
し

ま
す
。

２

月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い

健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
お

よ
び
医
療
保
険
証
を
医

療
機
関

の
窓
口
に

提
示
の
う
え
受

診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
人
で
届
か
な
い
場

合
は
、
老
人
保
健
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

。

こ

ん
な
費
用

も

医

療
費
の
対

象
に

次
の
よ

う
な
費
用
も
医

療
費

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で

、
申

請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
や
む

を
得
な
い

事
情
で
、

健
康
手
帳
な
ど
を
持
た
ず
に
受

診
し
た
場
合
の
治
療
費
②
付
添

看
護
料
（
基
準
看
護
病
院
を
除

く
）
③
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治

療
用
装
具
代
④
あ
ん
ま
、
マ
ッ

サ

ー
ジ
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
な
ど

の
施
術
費
⑤
移
送
に
か
か
っ
た

費
用

⑥
生
血
の
費
用

※

②
～
⑥
は
医
師
が
必
要
と
認

め
た
場
合
に
隕
り
ま
す
。

医

療

保
険

が

変

わ
っ
た
ら

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
証

が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
必
ず

保
険
変
更
の

届
け
出
を
し
て

く

だ
さ
い
。
併
せ
て
診
療
を
受
け

て
い
る
医
療
機
関
に
新
し
い
医

療
保
険
証
を
持
参
し
、
保
険
証

が
変
わ
っ
た
旨
を
申
し
出
て

く

だ
さ
い
。

転

出
す

る
時
に
は

転
出
す
る
時
に

は
、
医
療
受

給
者
証
を
返
還
し

、
転
入
先
の

市
町
村
で

新
た
に
交
付
を
受
け

て

く
だ
さ
い
。

入

院
時
に

お
け
る

一
部
負

担
金
の
特
例

院
時
の
一

部
負
担
金
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

老

齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
で

、
市
長
の
認
定
を
受
け
た

人
（
二
ヵ
月
を
限
度
に
一
日
三

百
円
の
負
担
）

②
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

人
、
ま
た
は
血
友
病
の

治
療
を

受
け
て
い
る
人
で

市
長
の
認
定

を
受
け
た
人
（
一
ヵ

月
一
万
円

を
限
度
に
負
担
）

※
該
当
す
る
人
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。

醴
老
人
保
健
課

次
の
よ
う
な
場
合
に
は

、
入

日１

ヽ
」つ

月

か

１

老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
が

変
わ
り
ま
す

老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
保
険
医
療
機
関
等
で

医

療
を
受
け
る
人
は
、
平

成
４
年

１
月
１
日
か
ら
一
部
負
担
金
が

入
　
院

外
　

来

一
日
　
　

六

百

円

一
月
　
　

九
百

円

平
成
４

年
１

月
１
日

～
５

年
３
月
3
1日

一
日
　
　

七

百

円

一
月
　
　
　
　

千
円

平
成
５

年
４
月
１

日

～
７

年
３
月
3
1日

別
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
医
療
を
受
け
る
人
が
市
民
税

非
課
税
世

帯
に
属
す
る
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
の
場
合
(
市

長
の
認
定
が
必
要
）
の
入
院

一
部
負
担
金
の
額
は
、
現
行

ど
お
り
二
ヵ
月
を
限
度
と
し

て
一
日
に
つ
き
三
百
円
で
す
。

蠢
老
人
保
健
課

下
水
・
排
水
・
ご
み
・
公
園
な
ど

身
近
な
問
題
に
関
心



児童扶養手当・遺児手当

市立松戸高校

手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き

る
人
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ

か
に
当
て

は
ま
る
十
八

歳
未
満

の
児
童
（
障
害
児
は
二
十
歳
未

満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
（
養
育
者
）

で
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
③

父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の

障
害
等
級
一
級
程
度
）
に
あ

る
児
童
で
、
公

的
年
金
の
加
算

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
児
童
④

父
の

生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

平
成
４
年
度

入
試
案
内

童

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
⑥
父
が
法
令
に

よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し

た
児
童

⑧
父
母
と

も
に
不
明
の
児
童

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
時
に

は

、
手
当
の
支
給
が
受
け
ら

れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
対
象
児
童
が
、
母
の
配

偶

者
（
内
縁
関
係
な
ど
を
含
む
）
に

養
育
さ
れ
て
い

る
時
②
対
象
児

童
や
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る

母
（
ま
た
は
養
育
者
）
が
、
国
民

年
金

（
老

齢
福

祉

年
金

を

除

く
）・
厚
生
年
金
な
ど
公

的
年
金

を
受
け
る
こ
と

が
で

き
る

時

一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る

場
合
に
は
、
手
当
の
支
給
が
制

限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と

が

あ
り
ま
す
。

※
昭
和
6
0年
８
月
１
日
以

降
に

対
象
…
病
死
・
交
通
事
故
な

ど
で
父
や
母
と
死
別
し
た
児
童

（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
を
扶
養

し
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の
…
認
め

印
・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍

が
記
載
さ
れ
た

１
ヵ
月
以
内
の

も
の
）・
遺
児
の
記
載
さ
れ
て
い

る
戸
籍
謄
本
・
申
請
者
名
義
の

預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
の

支

給

要

件
に

該

当

す
る

よ

う

に

な

っ

た
人

は

、

そ
の

日

か

ら

五

年
を
経
過
し

た

場
合

は
、

正

当

な

理

由

が
な
い

限

り
、

認

定

の

請
求

が
で

き
な

く

な

り

ま

し

た

。

表

紙
の
コ

ピ

ー

手

当

月

額

…

児
童

一

人
に

つ

き
、
片
親
と
死
別
＝
五
千
円
、

両

親
と

死

別
＝

九
千

五
百

円

受

付

期

間

…

随

時
（

串

請
の

翌

月
か

ら

支

給
）

支
給
月
…
４
月
・
８
月
・
1
2

月

（

年
三

回

）

蠢

援
護

課

援

護

係

高
等
学
校
入
学
資
金
を

募

集

定
員

…
全
日

制
普

通

科

第

一

学

年
・

四
百

五

十

人

（

定

員
の

お

お

む

ね

一
五

％

以

内

は

推
薦

と

な
り

ま

す

）

応
募
資
格
…
中
学
校
ま
た

は
こ

れ
に

準
ず

る

学

校

を
卒

業
し

た

人

、
も

し

く
は

来
春

３

月

卒

業
見

込

み
の

人

で

、

市

内
に

住
ん

で
い

る

人

出

願

手

続
き

…

所

定
の

願

書

、
志
願

者
の

住

所
・
郵

便
番

号

・

氏

名
を

明

記
し

六
十

二

円

切

手

を
張

っ

た

定
形

封

筒

（

合

格

通

知
用

）

を

、

在
籍

（

出

身

）
中

学
校

長

を

経
由

し
て

提

出
し

て

く

だ

さ
い

。

願
一

提
出

期

間

…
２

月
３

日

㈲

～
５

日

困

、
午

前
９

時

～

午

後
４

時
3
0
分

（
５

日

は

お
貸
し
し
ま
す

正

午

ま
で

）

志
願
者
変
更
受
付
期
間
…

２

月
1
0
日

側
～
1
3
日

出

、
午

前

９

時

～

午

後

４

時
3
0
分

行

日

は

受

け

付

け

し

ま

せ

ん

。
1
3
日

は

正

午

ま
で

）

学
力
検
査
…
２
月
2
7
日

閑

・
2
8
日

窗

に

市

立

松

戸
高

校

で入
学
許
可
候
補
者
発
表
…

３

月

４

日

収

午
前

８

時
3
0
分

か

ら

市

立
松

戸

高

校
で

※

市

外

の
人

で

も

、

保

護
者

の

転

勤

・
転

居
で

市
内

に

居

住

す
る

予

定

の
人

は

、

特

別

の
手

続
き
に

よ
り

受

験

で

き
ま

す

。

醴

市

立
松

戸

高
校

登
8
5－
3

2
0
1

番

来
春
、
高
校
に
入
学
す
る
生

徒
が
い
て

、
経
済
的
理
由
で
入

学
す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者

に
、
高
等
学
校
入

学
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
。

貸
付
限
度
額
…
三
十
万
円
以

内
（
公

立
と
私
立
で
は
、
額
が

異
な
り
ま
す
）

一
人
目
の
子
ど
も
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す

対

象

…
平

成
３

年
１

月
２

日
以

降
に

生

ま

れ

た
子

ど

も

（

保
護

者
の

前

年
の

所

得
に

よ

り
制

限

が

あ
り

ま

す

）

受
付
期
間
…
１
月
3
1
日
窗

ま

で

に

手

続

き

を

し

た

場

合

、
１

月

分

か
ら

支
給

さ

れ

ま

す
。
２

月

以

降
は

、
手

続
き

し

た
翌

月

か

ら
の

支
給

と

な

り

ま
す

。

手
当
月
額
…
卞
表
参
照

受
付
窓
口
…
援
護
課
・
市

民

課

・
各

支

所

圜

援
護

課

援

護

係

資

格
・
：
①
成

績

良

好

、
品

行

方
正

で

出

身

中
学

校

長

が
推

薦

し

た

健

康
な

生

徒
で

あ

る
こ

と

②
保

護

者

が
引

き

続

き

一

年
以

上

市

内

に

居
住

し
て

い

る
こ

と

③
市

内

に

居
住

す

る

確

実
な

連

帯
保

証

人

が

得
ら

れ

る
こ

と

受
付
期
間
…
１
月
６
日
側
～

2
8日

㈹

冒

曜
、

祝
日

、
第

二

・
第

四

土

曜
日

を

除

く

〕

受
付
時
間
…
午
前
８
時
3
0
分

～
午

後

５

時

壬

曜

日

は
、
午

後

Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）

申
請
書
類
…
①
高
等
学
校
入

第　１　 子
５,０００円

第　２　子

第３子以降 １０,０００円

学
資
金
貸
付
申
請
書
（
備
え
付

け
用

紙
）
②
出
身
中
学
校
長
の

推
薦
書
③
住
民
票
（
家
族
全
員

の
も
の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
証
明
書
④
収
入
証
明
書
（
家

族
の
中
で
所
得
の
あ
る
人
全
員
）

の
平
成
３

年
分
の
源
泉
徴
収
票

と
最
新
の
給
与
支
払
証
明
書
。

自
営
業
者
は
、
平
成
３
年
度
（
平

成
２

年
分
）
の
所
得
証
明
書

⑤

成
績
証
明
書

※
貸
付
時
期
は
、
３
月
中
旬
ご

ろ
か
ら
に
な
り
ま
す
。

黯
援
護
課
援
護
係

あ

な
た
の

健
康

立
ち

く
ら
み
・

め
ま
い

妊
娠
中
は
、
起
立
性
調
節
障
害
が
増

強
す
る
こ

と
に
よ
り

、
急
に

立
ち
上
が

っ
た
り
、
長
く
立
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

め
ま
い
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
法
と
し
て
は

、
ゆ
っ
く
り
足
に

力
を
入
れ
て

立
ち
上

が
る
こ

と
、
ま
た

め
ま
い
が
し

そ
う
な
と
き
は

、

す
ぐ
横
に

な
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い

。

鉄
欠
乏
性
貧
血
の
あ
る
場

合
は
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ

食
べ
物
の
摂
取
や

、
鉄
剤
の

服
用
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま

す
。妊

娠
中
の

ホ
ル

モ
ン
の
影

響
で
血
管
壁
の

弛
緩
が
生
じ

、

低

血
圧
症
に

な
り
が
ち
で

す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
妊
娠
中

期
以
後
の
増
大
し
た
子
宮
が
、

仰
臥
位
（
あ
お

向
き
に
寝
る
）

十
二
指
腸
へ
出
て
い
く
ま
で
の
時
間
が
、

非

妊
時
の

二
倍

近
く
か

か
る
よ

う
で

す
。
そ
れ
で
胃
の
不
快
感
が
生
じ
ま
す
。

ま
た
子

宮
増
大
に
よ
り
胃
が
押
し
上

げ
ら
れ
て

、
胃
液
が
食
道
下
部
に

逆
流

し
、
食
道
炎
の
原
因
と
な
り
、
胸
や
け
の

症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

一
回
の

摂
食
量
を
減
ら
し
、
妊
娠
中

期
以
後
で

あ
れ
ば
、
胃
散
な
ど
を
服
用

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

妊娠中期以後 の

不快な症状（II ）

で
心
臓
へ

帰
る
血
管
を
圧
迫

す
る
た
め
、
血
液
還
流
が
減

少
し
ま
す
。
こ
の
た
め
心
拍
出
量
の
低

下

が
起
き
、
こ

れ
に
よ
っ
て

血
圧

が
低

下
し
て

、
気
分

が
悪
く
な
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
横
に
な
る
と

楽
に
な
り
ま
す
。

妊
娠
中
は
食
物
が
胃
で
消
化
さ
れ
て
、

尿

失
禁

膀

胱

に
尿

が
た

ま

っ
た

と

き
に

、
腹
圧

が

加

わ
る
（
咳
・

く

し

ゃ
み

・
跳

躍

な

ど
）

と

尿

が

不

随

意
に

漏

出
し

て

し

ま

う
こ

と

が
あ

り

、
出

産
回

数
が

多
い

ほ

ど

そ

の

傾
向

が

強
く

な

り
ま

す

。

こ

れ

は
子

宮
増

大
で

膀
胱

を
圧

迫

す
る
こ

と

も

あ
り

ま

す
が

、

骨
盤

底

の

筋

肉

が

弛

緩
し

、

膀
胱

が
下

垂
し

、
膀

胱

と

尿

道
の

作

る

角

度

が
閧

く
た

め

と

考
え

ら

れ
ま

す

。

こ

の
尿
の
漏
出
を
防
ぐ
た

め
に
、
肛
門
・
腟
・
尿

道
を

繰
り
返
し

引
き
締
め
、
骨
盤
底
筋
肉
の

強
化
を
図
る
運
動
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

こ

の
運
動
は
、
骨
盤
底
筋
訓
練
法
と

で
も
申
し

ま
し
ょ
う
か

、
肛
門
括
約
筋

を
締
め
る
と
か
、
排
尿
を
途
中
で
止
め

る
よ
う
な
感
じ
の
こ
と
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
骨
盤
底
の
筋
肉
が
強
く
な
り
、
漏

出
に
対
し

、
随
分
と
効
果

が
あ
る
よ
う

で
す
。
　
　
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

平
成
４
年
度

物

品

買

い
入

れ

等

指

名

競

争

入

札

参

加

希

望

者

の
受

け

付

け

（
追
加
登
録
分
）

受
付
期
間
…
１
月
1
6
日
困
～

3
1日
窗
〔
1
9日
㈲
・
2
5日

出
・

2
6日
㈲
を
除
く
〕

受
付
時
間
…
午
前
８
時
3
0
分

～
午
後
４

時
3
0分
（
土

曜
日
は

正
午
ま
で
）

受
付
場
所
…
財
政
部
管
財
課

業
務
内
容
…
①
市
が
発
注
す

る
備
品
・
消
耗
品
・
印
刷
物
件
な

ど
を
納
入
で

き
る
業
者
②
委
託

業
務
を
受
注
で
き
る
業
者

申
請
書
の
販
売
…
１
月
3
1
日

窗
ま
で
、
市
役
所
地
下

売
店
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

※
松
戸
市
で
は
、
隔
年
受
付
制

を
採
用
し
て
い
ま
す
の
で

、

昨
年
登
録
を
し
た
業
者
は
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
登
録
（
追
加
分
）
す

る
業
者
は
、
資
格
有
効
期
間

が
一
年
間
に
な
り
ま
す
。

黯
管
財
課
用

度
係

遺
児
手
当

児
童
扶
養
手
当

仰
臥
位
低
血
圧
症
候
群

胸
や
け
・
胃
の
も
た
れ

16
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手　当　月　額

児
童
手
当
申
請
受
け
付
け
中

もう申請は
お済みですか？



平成 ３年度上半期（４月１

日～ ９月30日）の予算の執

行状況と、平成２年度の決

算の概要をお知らせします。

予算の執行状況
一般会計は歳入41.6％、歳出33.0％

平成３年度

4月～９月

「
松
戸
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
」
の
完
遂
を
め
ざ
し
て

平
成
３

年
度
の
当
初
予
算
は
、

九
百
七
十
七
億
円
で
し
た
が
、

６
月
と
９
月
に
補
正

を
行
い
ま

し
た
の
で

、
予
算
現
額
は
一
千

三
十
一
億
八
百
五
十
万
七
千
円

に

な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の

執
行
状
況
は
、
９

月

末
現
在
で
歳
入
四
一
・
六
％
、

歳
出
三
三
・
〇
％
で

す
。

本
年
度
は

、
平
成
元
年
度
か

ら
実
施
の

第
四
次
総
合
五
か
年

計
画
の
中
間

年
次
（
三
年
目
）

に
当
た
り

、
計
画
に

盛
り
込
ま

れ
た
諸
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、

完
遂
を
目
指
し
て

努
力
し
ま
す
。

今
後
と

も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の

ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

蠢
財
政
課

平成 ３年 度 一 般会 計 予算 執 行状 況

(歳入)

地方債の 現在高(平成3年9月30日現在)

市有 財産 の 現 在高
(単位：千円)平成３年度 特別会計予算執行状況

基金( 単位 ：干 円)

土地開発基 金　　　　　　4,800,00()

財政調 整基 金　　　　　　5,489,304

国民年 金印 紙購入基金　　　　8,500

高額療養 賁貸付基金　　　　　15,00()

学童災 害共 済基金　　　　　　9,079

松本清奨学基金　　　　　　50,00〔〕

福祉 基金　　　　　　　　　181,178

美術品 取得基金　　　　　　410,00()

田民 健康保 険事業　　　740 00()
財 政調整基金　　　　　　　　　 ・

松戸 市営白 井聖地公園 基金　　　　　　　　　28,685

文化 施設建設基金　　　　5,526,184

市 債管 理基金　　　　　　　900,000

有価証券及び出資 によ る権利

1,600,979 干円

会 計 名 当初予算額
4月～9月末
補正予算額

予算現額
4月～9月末
収入済額

収入
率(
%)

4月～9月末
支出済額

収入
率(
%)

国民健康保険
特 別 会 計 凭791,刪 14,791,584 5,吼665 39.5 5,346,694 36.1

松 戸 競 輪
特 別 会 計

10,925,6362,274,15313,199,789 6,7阯02151.2 5,483,514姓5

下 水道事業
特 別 会 計

(ぼ2,89(〕)
12,830,023

1,439,982
(1,眤 沺)
14,270,0(y5

(129,
缶O)

3,552,708
(811,Z04)
3,胚, 痂

公設地方卸売市
場事業特別会計 463,600 463,600 2囹,39845.0 218,16847.1

老人保健事業
特別会計

10,363,028 涓,41110,4ｱｱ,439 4,228,25840.4 4,160,442 39.7

駐車場事業

特 別 会 計 374,276 374,276 124,19333.2 165,84644.3

合　 計 (1,觀,晦)
49 748 W

3,828,546(1,觀,
翻)

53 576 693
(129,850)
20 胝243

(811,Z04)
怺460j22

(単位：千円)平成３年度 企業会計予算執行状況

土地及び建物

土地　　　　　　　2,761,282.15｢Tf

(うち 土地開発基金　　　3,547.03nT)

建物　　　　　　　　789,415.54｢TT

車両( 総台数406 台)

乗用車　　27 台　　 貨物車　119 台

消防車　　ｱ1 台　　 救急 車　　10 台

軽自 動車　96 台　　 その他　　83 台

区 分 当初予算額
4月～9月末
補正予算額

予算現額
4月～9月末

収入･支出済額
収入･執行率

(%)

水
道
事
業

収益的収入 1,屁,396 1,608,396 748,7G3 祁.5

収益的支出 1,5Z4,856 1,5Z4,翻 627,69Z 39.9

資本的収入 410,758 410,758 195,a)2 4Z.6

資本的支出 456,W 456澗7 284,456 62.3

病
院
事
業

収益的収入 12,369,〔X)(〕 12,369,〔X)0 5,888,胚 47.6

収益的支出 12,369,00(〕 12,369,0(X〕 5,謌,135 48.1

資本的収入 356,5Z4 鰯,574 38,&〕2 10.9

資本的支出 1,G31,513 1,031,513 611,575 59.3

土

地
区
画

整
理
事
業

収益的収入 29,500 29,500 9朋 33.6

収益的支出 35,580 35,頤 6,890 19.4

資本的収入 １ １ ０ 0.0

資本的支出 116,850 悁,850 16,587 14.2

(単位：千円)

※（　 ）内は、平 成２ 年度予算の繰越分 です。

科 目 当初予算額
4月～9月末

補正予算額

予備費

充用額

予算現額 4月～9月末

支出済額

執行率

(％)金 額 構成
比(
%)

議　 会　費 744,948 24,235 ｱ69,1830.7 359,86346.8

総　 務　費 10,899,6ｱﾌ 144,737 84,Z4911,129,163 10.8 3,828,920 34.4

民　 生　 費 14,513,515 93,650 12,囲 14,620,133 14.2 5,828,739 39.9

衛　 生　 費 19,026,1791,322,ｱﾌｱ 20,兇,956 19.Z5,231,碣 25.Z

労　 働　 費 33,986 33,986 0.0 16,Zﾌｱ 49.4

農林水産業費 405,342 Z65 406,10Z〔}.4 223,45155.0

商　 工　 費 1,104,015 售 匳） 1,474 1,皿3句 1.1 672,4ZI60.2

士　 木　 費
(7Z2,640)

22,891ぶ4
3,Z69,187 8,Z86

(ｱｱ2,640)

26,閲9,507
25.9

(628,698)

6,938,813

(81.4)

26.{〕

消　 防　 費 4',871,250 8,368 4,8Z9,6184.7 1,Z87,995 36.6

教　 育　 費 14,522澗 183,010 詞,ｱ05,謌 14.3 5,159,834 35.1

災害復旧費 １ １ 0.0 ０ 0.0

公　 價　 費 8,386朋 △150,052 8,236,5638.0 3,987,067 48.4

諸 支 出 金 (52,585)
2

(52,585)
2

0.0 (26,292)
0

(50.0)

0.0

予　 備　 費 30(〕,000 △107,977 192,0230.2 - -

合 計
(825,225)

977 閨 沺
5,408,5{〕Z

(825,225)

佃 寵 閨7
100.0

(654濔)

34 034 詞

(79.4)

Ｒ ０

※収入額 が支出 額に不足する額は 、内 部留保資金で 補てんします。※（　 ）内 は、平 成２年度予算の 繰越分です。

市役所 内で課の移 動があり ました

部　　 課　　 名 移動先

福 祉 郡

な が い き 課

新館３階

援　　 護　　 課

し あ わ せ 課

福 祉 事 務 所

厚 生 部 保育所課(12/24から)

保健衛生郡
お　 せ　 わ　 課

福祉医療ｾﾝﾀｰ開設準備室新館８階

土 木 部

管　　 理　　 課

別館２階道　　 路　　 課

河　　川　　課

都 市 水 路 課

別館３階

下 水道 部

計画業務課

施　　 設　　 課

工 務 第　１　課
別館４階

工 務 第　２　課

厚 生 部 こども課(12/27から) 本館３階

醴 管 財 課 庁 舎 管 理係

５ か年計画の諸施策が､着実に実行さ れています

償

却
資

産
（
固

定
資

産
税
）
の

申

告
は
１

月
3
1
日

ま
で

に

申
告
す
る
人
…
平
成
４
年
１

月
１
日

現
在
、
市
内
に
事
業
用

の
償
却
資
産
（
市
内
の
他
の
事

業
所
等
に
貸
し
付
け
て
い
る
も

の
を
含
む
）
を
所
有
し
て
い
る

個
人
・
法
人

内
容
…
土
地
・
家
屋
以
外
の

固
定
資
産
で

、
事
業
用
に

使
わ

れ
て

い
る
次
の
よ
う
な
も
の
。

①
構
築
物
（
構
内
舗
装
、広
告
設

備
、
塀
な
ど
）
②
機
械
お
よ
び

装
置
（
原
動
機
、
工

作
・
土
木
・

物
品
加
工
の
各
種
機
械
装
置
な

ど
）

③
船
舶
（
ボ
ー
ト
、
釣
り

船
な
ど
）
④
車
両
お
よ

び
運
搬

具
（
動
力
運
搬
車
、
大
型
特
殊

自
動
車
な
ど
）
⑤
工
具
・
器
具

お
よ
び
備
品
（
机
、
ロ
ッ
カ
ー
、

シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
、
応
接
セ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
、
ワ

ー
プ
ロ
な
ど
）

申
告
期
限
等
…
法

定
申
告
期

限
は
１

月
3
1日
窗
で

す
が
、
事

務
処
理
上

、
１

月
2
0日
㈲
ま
で

に
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
当
な
事
由
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の

申
告
を

し
た
場
合
は
、
過

料
等
を
科

さ
れ
た
り
、
不
利
益
な
扱
い

を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

黯

資
産
税
課
償
却
資
産
係

１
月
か
ら
地
価
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

土
地
の
保
有
に
対
し
て

課
税

す
る
国
税
と
し
て

、
地
価
税
が

１

月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
価
税
の
税
額
は
、
個
人
や

法
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
な

ど
の
価
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を

差
し
引
い
た
残
額
に
税
率
を
乗

じ
た
金
額
で

す
。

〈
課
税

対
象

者
〉

そ
の
年
の
１
月
１
日

現
在
、

土
地
な
ど
（
非
課
税
の
土
地
を

除
く
）
の
価
額
の
合
計
額
が
、

基
礎
控
除
額
を
超
え
る
個
人
・

法
人
は
、
地
価
税
の
申
告
と
納

税
が
必
要
で

す
。

〈
非
課

税

の
土
地

な

ど
〉

一
平
方
㍍
当
た
り
の
更
地
価

額
が
三
万

円
以
下
の
土
地
や
、

千
平
方
㍍
以
下
の
住
宅
の
用
地
、

農
地
や
一
定
の
公
共
・
公

益
的

な

用

途
の

土

地

な

ど
で

す

。

〈
土

地

な

ど

の

評

価

〉

土

地
な

ど

の

価

額
は

１

月
１

日
に

お
け

る

そ

の

年
の

相

続

評

価

額
で

す
。

〈
基

礎

控

除

額

〉

次
の

い

ず

れ

か

多
い

方

の

金

額
で

す

。

①
定

額

控
除

＝

大

会

社

は

十
億

円

。

個
人

お

よ

び

中

小

会

社
な

ど

は

十
五

億

円

②

面

積

比

例

控
除

＝

課

税
対

象

に

な

る

土

地
の

面

積
（

㎡
）
×
三

万

円

〈
申

告

と

納

税

〉

平

成
４

年

分

の

申
告

は

、
１１
一

月
1
6
日

～
1
2
月
1
5
日

の

間
に

、

納

税

地
を

所

轄

す
る

税

務

署
へ

※

税

率
は

〇

・

三
％

（
平

成
４

年
は

〇

・

二
％

）

で

す

。

圜

松
戸

税
務

署
・
一一
6
3－

1
1
7

1

番

(単位：千円)

(歳出)

(平成 ３年 ９月30日現在)

※（　 ）内は、平成２ 年度予 算の繰越分で す。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画

科 目 当初予算額
4月～9月末

補正予算額

予算現額 4月～9月末

収入済頷

収入率

(%)金 額 構成比
(%)

市　　　税 63,500,0001,240,00064,Z40,00062.8 33,794,133 52.0

地方譲与税 1,860,00(〕 1,860,CX)01.8 253,262 13.6

利子割交付金 1,500,000 800,〔)00 2,300,0002.2 1,040,673 45.2

ゴルフ場利用税

交　 付　 金
20,〔X)0 20,000 0.0 Z,997 40.0

自動車取得税

交　 付　 金
1,100,000 1,100,0001.1 381,652 34.Z

地方交付税 １ １ 0.0 ０ 0.0

交通安全対策

特別交付金
70,00(〕 瓲000 0.1 50,0句 71.5

分担金及び

負　 担　 金 1,188,561 1,188,5611.2 542,631 45.7

使用料及び

手　 数　 料
1,835,174 1,Z25 1,誣,899 1.8 972,669 53.0

国庫支出金 (憫,549)
Z,026,Z66

103,闖7 (憫,549)
7,129,833

6.9 (O)
1,556,309

(0.0)
21.8

県 支 出 金 (133,475)
2,4Z3,687

133,019 (133,4Z5)
2,脈ｱ06

2.5
(O)

565,851
(0.0)
21.7

財 産 収 入 234,634 234,634 0.2 低涙 IZ7.5

寄　 附　 金 １ １ 0.0 20,878沺7813.7

繰　 入　 金 3,185,328△938,乃0 2,246,5782.2 ０ 0.0

繰　 越　 金
(522,401)

1〔)0,000
2,173,359(522,401)

2,273,359
2.2 (522,401)

2,824,Z99
(100.0)
124.3

諸　 収　 入 2,瓱,周 莇,仰 3,210,9353.1 514,273 16.0

市　　　 債 (4釧)
仇飢100

990,9(X〕
(4瀏)

12,291,〔)O(〕
什9 (O)

0
(0.0)
0.0

合 計 (825,225)
叺700願

5,408,a〕7 (825,225)
103,108,507

ICX).0
(522,401)

42,941,512
(63.3)
姓6



平
成
２
年
度

決
算
の
概
要

平
成
２

年
度
の
決
算
額
は
、

歳
入
一
千
九
億
千
五
百
四
十
九

万
六
千
六
百
二
円
、
歳
出
九
百

七
十
五
億
六
千
八
百
二
十
九
万

六
千
五
百
三
十
四
円
で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
は
一
七
・
六
％

、
歳
出
は
二

〇
・
八
％
の
伸
び
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
が
全

体
の
六
一
・
三
％
を
占
め
、
続

い
て
市
債
(
九
・
一
％
）
、
国
の

補
助
金
(
六
・
一
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
の

全
体
構
成
比

は
、
土
木
費
(
二
五
・
四
％
）
、

民
生
費
(
一
六
・
○
％
）
、
総
務

費
（
一
五
・
八
％
）
の
順
で
、

市
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る

事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で

き
ま
し
た
。

平
成
２

年
度
は
、
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
の
二

年
次
目
に

当
た
り
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
の
全
部
門
で

、

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
諸
施
策

を
着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。

蠢
財
政
課

平成２年度 市税の住民負担状況(単位：円)

平成２年度 一般会計決算状況

市の人口と世帯

人 口　449,978 人

世 帯 数161,98 ∠1世 帯

(平成3 年3 月31日現在)

区　　分 一世帯当たり 一人 当 たり

市 民 税 251,361 90,486

固定資産税 90,466 32,5閲

都市計画税 IZ,288 6,223

そ　の　他 22,507 8,102

合　計 381,622 13Z,377

シルバーハウジング建設事業

6676万8041円

成人・老人健康管理事巣

2億8866万3941円

夜間等急病診療事業費

1億8221万970円

各種予防接種事業

1億9784万2131円

塵芥収集委託料および再資源化等

事業　　　　　14億9070万3945円

消防車両整備事業

1億5228万55()0円

耐震性貯水槽新設事業

1284万4100円

農業振興資金融資関係経費

1億5552万101円

(仮称)和名ヶ谷クリーンセンター

建設事業　　　2 億6375万6775円

ごみ減量促進事業

5326万4294円

精神薄弱者福祉施設建設費補助金

8147万3000円

八ヶ崎市民センター建設事巣

1億1560万7690円

戸定邸修復事業

7081万8043円

文化ホール市民ギャラリー等改装費

6789万6781円

交通安 全 施設 整備 事業

1億5817 万4140 円

自転 車放 置防 止対 策 事業

1億3479 万3320 円

自転 車駐 車場整 備 費

1419 万3400 円

(仮 称) 文化 会 館建 設事業

41億5785 万9444 円

集 会所 補助 金

7295万2000 円

小 学校 施設 整備 事業

2億6244 万2786 円

中 学校施 設 整備 事業

14億6442 万5450 円

幼稚 園振 興 事業 費

4億280 万8800 円

父母 負担 軽 減対 策費

4179万5888 円

図書 管理 業務 電 算導 入費

7584 万6970 円

市民 劇場 改修 事業

2億3297 万2000 円

博物 館関 係経 費

9傴12681万3448 円

(単位：円)平成２年度 特別会計決算状況

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計 凭貶840厘 凭艱 脱,插 14,241,翻,6句

松戸 競 輪 特 別 会 計 13,沺,窈濕 14,340,緻618 餡,脱,黠 翻

下水道事業特別会計 15,107,331､窕 句,圜,140,涓 13,瓸,5凶,2肺

公設地方卸売市場事業特別会計 437,107,莇 454,357,胚 428,734ぷ7

老人保健事業特別会計 10,碣,涓,沺 9､4Z4,523,9219,335漲,周

駐車場事業特別会計 詞,艱 伽 387,516,441 364,236,340

合　　計 54,910,671,呱 53,452溷7,原 51 ,莇,Ⅲ,268

(単位：円)平成 ２年度 企業会計決算状況

8147 万3000 円

競輪事業収益金の使途状況

民 生費　　　 佃0,()()O千 円

土木費　　ZOｱ,00()千円

教育費　　　100,000 千円

計　　　907,C}00 千円

区　　　 分 予算現額 決算額

水

道

事

業

収益的収入 髱634,361,000 1,685,655,286

収益的支出 1,49Z,981,000 1,481,694,Z05

資本的収入 234,2Zｱ,000 255,861,318

資本的支出 469,583,(347 460,501,225

病

院

事

業

収益的収入 11,615,7〔)0,000 11,Z85,Z88,4扣

収益的支出 11,615,7〔X〕,000 11,655,024,055

資本的収入 1,019,525,000 1,020,618,532

資本的支出 2,188,Z39,〔)00 2,16リ82,886

土
地
区
画
整
理
事
業

収益的収入 25,700,000 2Z,605,副1

収益的支出 31,囹0,000 28,115,509

資本的収入 1,000 222,747

資本的支出 Z9,〔)00,000 60,837,599

※収入 額が支出額に不足 する 額は、内部留保 資金で補てんしま す。

中

学
校

給

食
臨
時

調
理
員

募

集
（
小

金
北
中

）

募
集
人
員
若
干

名
　
資
格
四

十
五
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
人
　

勤

務
時
間
一
日
四
時
間
程
度

醴
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

容
6
6－
7
4
5
5

番

市

内
民

間

保
育
園

職
員

募
集

職
種
保
母
・
調
理
員
（
正

規

職
員
と
パ

ー
ト

職
員
）
　

勤
務

地
市
内
民
間
保
育
園

※
市
内
の
保
育
園
に
勤
務
し
て

い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圉
1
2月
2
0日
窗
～
3
1日
㈹
の

間

に
、
履
歴
書
を
郵
送
で
、
〒
2
7
1

松
戸
市
上
矢
切
一
一
〇
一
上

一

つ

ぼ
み
保
育
園
内
・
松
戸
市
保

育
園
協
議
会
事
務
局
（
昔
6
8－

7
8
1
1

番
）
へ

職

業
訓

練
指
導

員
試

験

受
付
期
間
１
月
６

日
㈲
～
1
7

日
廁
　

試
験
日

学
科
＝
２
月
９

日
㈲
、
実
技
＝
２
月
1
6日
㈲

醴
県
商
工

労
働
部
職
業
能
力
開

発
課
民
間
訓
練
係
昔
0
4
7
2

－
2
3－
2
7
5
4

番

松
戸

警
察

署
署

歌

決
ま

る

「
広
報
ま
つ
ど
」
９
月
2
0日
号

で
募
集
し

ま
し
た
松
戸
警
察
署

署
歌
は
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、

松
戸
市
松
戸
の
中
島
孝
次
郎
さ

ん

が
最
優
秀
と
な
り
ま
し
た
。

黯
松
戸
警
察
署

昔
6
9－
0
1
1

0
番

手数料・使用料・各種税

精
神

薄
弱

者
の

タ
ク

シ
ー
運

賃

が
割
引

に

精
神
薄
弱
者
が
県
タ
ク
シ
ー

協
会
所
属
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
と
き
、
運
賃
の
一

割
が
割

り
引

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。タ

ク
シ
ー
に
乗
っ
た
と
き
に

、

療
育
手
帳
を
示
し
、
乗
務
員
か

ら
渡
さ
れ
る
運
賃
割
引

申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

黯
千
葉
県
タ
ク
シ
ー
協
会
容
0

4
7
2
－
4
3－
2
4
6
0

番

安

心

を
支

え

る

あ

な
た

の
一

一
〇
番

１
月
1
0日
は
一
一
〇
番
の
日

で

す
。
耳
や
口
の
不
自
由
な
人

に
も
一
一
〇
番
が
か
け
ら
れ
る

よ
う
、
フ
ァ
ク
ス
一
一
〇
番
も

利
用
で

き
ま
す
。

フ
ア
ク
ス
番
号
0
1
2
0
－
1

1
0
2
9
4

番
（
無
料
）

蠢
松
戸
警
察
署
容
6
9－
0
1
1

0
番

市
・
県
民
税
（
第
四
期
納
期
限
）
…

１

月
６
日

国
民
年
金
保
険
料
…
1
2
月
分

国
民
健
康
保
険
料
…
第
七
期

事
業
所
税
…
1
0月
決
算
の
法
人
と
、

1
0月
中
に
事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増

築
し
た
建
築
主
は
、
1
2月
が
申
告
納

付
月
で
す
。

早
め

に

納

付
（
納

入
）
お

願

い
し

ま

す

。

安全・確実な口座振替のご利用を

市内17番目の八ヶ崎市民センター

諸 施 策 の 概 要

特別養護老人ホーム建設費補助金

および負担金　2 億1508万6035円

生きがい福祉事業団関係経費

9789万3085円

重度心身陣客者医療援護費

9763万7595円

在宅老人デイ・サービス事業

3998万5244円

民間保育所関係経費

3億3394万1386円

金融対策関係経費

5億4476万9342円

道路維持補修事業

204意9729万7389円

道路新設改良事業

23億1203万4923円

河川整備事業

19億9530万5889円

都市計画街路事業

19億4263万2066円

公園建設事業

4億3227万9200円

21世紀の森と広場建設事業

14億2444万6321円

(財)まつど街と水辺の緑化基金出

損金等　　　　1 億1018万4000円

排水路整備事業

40{意2478万6755円

検
察
審

査
会

に

ご
相
談

を

交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
遭
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁

に
届
け
出
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て

く
れ

な
い

。
こ
ん
な
不

満
を
お
持
ち

の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で

、
秘
密
は
固

く
守
ら

れ
ま
す
。

蠢
松
戸

検
察
審
査
会
登
6
8
1
5

1
4
1

番

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

科目

市　 税

地方譲与税

利子割交付金

ｺﾞﾙﾌ場利

用税交付金

自動車取得

税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び

負 担 金

使用料及ぴ
手 数 料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市　 債

合　 計

歳入（単位：円)上段…予算現額下段…収入済額
構成比

(%)
科目

歳出（単位：円)上段…予算現額
下段…収入済額

構成
比
(%
)

議会費

総務費

民生費

衛 生 費

労 働 費

農林水産

業費

商 工 費

土木費

消防費

教 育 費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予 備 費

合　 計



ス
ポ
ー
ツ

松
戸

市
混

合
ダ

ブ
ル

ス

（
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
）

１

月
1
9日
㈲
午
前
９

時
～
午

後
５

時
　

会
揚
運
動
公
園
体
育

館
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
　

種
目
一
部
～
三
部

費
用
登
録
者
一
人
千
二
百
円
、

スポーツ教室

未

登

録

者

一
人

千

五
百

円

圃
１
月
1
0
日
脂
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ
ブ
名

な

ど
を

記

入
し

、

〒
2
7
1松

戸
市

中

和

倉
三

〇

四
－

ハ

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

協
会

・

長

谷

川

俊

夫
（
・
1
4
1
1
7
9
2
5

番

）

へ

講　 座　名 日　　　 時 会　 場 対象 ・定員 申し 込み 費用

家庭婦人 バドミ

ント ン 教室

1 /13～2/21 の
毎 週月･ 金曜日 、

午前10時～ 正午

運動公園

体育館

市内在住の家

庭婦人　40 人

１／６伽必着で、

往復ハガキ で、

〒271 松戸 市上

本翹4434 運動公

園内 スポ ーツ 課
へ 無

料家庭 婦人バスケ

ット ボール教室

1 /22～3/4 の

毎週水曜日 、午

後1 時～３時

運動公園

体育館

市内柏 主の家

庭婦人30 人

電話か直接スポ

ーツ課窓口 へ

親 子 体 操 教 室

1 /11～3/14 の

毎週土 曜日、 午

前10時～正 午

運動公園

小体育館

３ オ児と その

親(春･ 秋の受

講者は除く)
40組

12/26困 午 前10

時から運動 公園

会議室で 抽選

残 スポーツ 課( 運動公園内)f163 －9241番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯 （12月1 日現在）

(
)
は
前
月
比

〇人口　459,771 人　　（＋531 ）

男　233,982人　　（＋269）

女　225,789人　　（十262）

Ｏ世帯　165,352　　　 （＋329 ）

気

功
講

習
会

１
月
2
9日
～
２
月
1
9日

（
前

期
）
、
２

月
2
6日
～
３
月
1
8日

（
後
期
）
の
毎
週
水
曜
日
、
午
前

1
0時
～
正

午
　
会
揚
勤
労
会
館

定
員
三
十
人
　

費
用
三
千
八
百

円固
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し

、

〒
2
7
0
松
戸
市
牧
の
原
一
-
九
－

八
〇
六
常
盤
平
気
功
会
・
鈴
木

弘
子
（｛
1
8
4
－
4
5
5
9

番
｝
へ

新

春

マ
ラ
ソ

ン
大

会

１
月
1
9日
照

午
前
８
時
3
0分

に
江
戸
川
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン

ド

（
松
戸
三
郷
有
料
橋
下
）
集
合
、

午
前
９
時
3
0
分
ス
タ
ー
ト
(
小

雨

決
行
）
　

種
目
小
学
校
低

学

年
・
高
学
年
・
中
学
生
・

一
般

・
親
子
（
幼
児
）
　
費
用
無
料

圉

当
日
会
場
で

黯
青
少
年
相
談
員
・
佐
藤
公
6
2

－
9
5
6
9

番

（
午
後
３

時
以

降
）

小

金

新

春

親

子

マ

ラ

ソ

ン

ー
月

２

日
閑

午
前
1
0
時

雨

天

順
延

）
　
　
会

場
小

金

北

小

学

校
　

費
用

無

料

（
お

し

る
こ

を

用
意
）
　
内
容
五
㌔
の
部
（
中

学

男

子
・
高
校

生
・
一
般

男

子

）
、

三
㌔
の
部
（
小
学
生
・
中
学
女

子
・
一
般
女
子
）

惠
当
日
午
前
９
時
～
９

時
3
0分

の
間
に
会
場
で
受
け
付
け

爬

体
育
指
導
委
員
・
藤
咲
四
4
4

－
9
2
4
8

番

市
民

冬
休

み
短

期
ス

ケ

ー
ト

教
室1

2月
2
5日
困
～
2
8日
出
、
午

前
８

時
3
0分
～
９

時
3
0分

含

の
後
一
時
間
自
由
滑
走
）
　
会

場
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン

ド
（
当

日
午
前
８
時
に
北
小
金
駅
か
ら

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
）
　
　対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
生
以

上
の
人
・
百
五
十
人
　

種
目
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
　
費
用
四

千
円
（
貸
靴
・
保
険
料
含
む
）

惠
電
話
で
、
松
戸
市
ス
ケ
ー
ト

連
盟
（
新
松
戸
ス

タ
ー
ラ
ン
ド

内
）
四
4
1
1
2
1
2
1
番
へ

家
庭

婦
人

初
心

者
卓

球
教

室

１
月
2
8日
～
３

月
３
日

ま
で

の
毎
週
穴
・
金
曜
日

牟

回
）
、

午
後
１

時
～
３

時
　

会
場
運
動

公
園
卓
球
室
　

費
用
一
回
五
百

円茴
体
育
指
導
委
員
・
五
十
嵐
四

6
5－

Ｉ
Ｒ
）１
０

番

催

し

物

松
戸

ス
ウ

ィ
ン

グ
セ

ピ
ア

フ
ァ
ミ

リ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

1
2月
2
2日
聡

午
後
６

時
3
0分

～
８
時
3
0分
　

会
場
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

瀕
深
野
四
8
7－
4
0
9
5

番

か

っ
ぱ

組
年
忘

れ
会

1
2月
2
8日
出
午
前
1
0時
～
午

後
５

時
　

会
場
新
松
戸
中
央
公

園
　

費
用
三
百
五
十
円
　

内
容

イ
モ

煮
会
　

定
員
先
着
二
十
人

圜
相
田

｀
4
4－5
8
3
9

番

と
き
わ
平

少

年
少
女

合
唱

団

ク

リ
ス

マ
ス
コ

ン
サ

ー
ト

1
2月
2
4日
㈹
午
後
４
時
開
演

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

内
容
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
ほ
か

蠢
加
藤

酋
8
4
J
6
0
7
9
番

矢

切
児

童
合

唱
団

ク
リ
ス

マ
ス
コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
2
1日
出
午
後
３

時
～
５

時
　
会
場
矢
切
公
民
館
　
費
用

無
料
　
内
容
オ
ペ
レ
ッ
夕
「
人

お
知
ら
せ

ご

み

減

ら

し

「

お

と

し

だ
ま

作

戦

」

に

ご
協

力

を

不

要

と
な

っ

た

年
賀

状

な
ど

の
ハ
ガ
キ
類
の
、
再
資
源
化
に

ご
協

力

く

だ

さ
い

。

回

収
日

時

１

月
1
6
日

困

～
2
4

日

廊

の

間
の

各

回

収
場

所

の
執

務
（
営

業
）
日

時
　

回

収
場

所
市

役
所

（

市
民

課

・
正

面

玄

関
受

魚
姫
物
語
」
ほ
か

黯
則
松
四
6
8
－
0
2
3
1
番

初

も

う

で

歩

け

歩

け
会

１

月
１

日

㈲

午

前
９

時

東
漸

寺

本

堂

前
集

合
　

コ

ー
ス

東
漸

寺

～

本
土

寺

～

大

勝

院
～

幸
谷

神

社
～

蘇
羽

鷹

神

社
～

幸

谷
観

音

～

山
王

神

社

～
八
坂
神
社
（

約

九
㌔
・
二
時
間
三
十
分
）
　
費

用
無
料
（
完
歩
証
あ
り
)

圉

当
日

会
場

で

黯

体

育

指
導

委

員

・

細
野

｀
4
2

－
2
7
5
9

番

年

末
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー

バ
ザ
ー

1
2月
2
1日
出
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
　

会
揚
小
金
原
市
民
セ

ン

タ
ー
　
内
容

高
級
手
編
み
二

ッ
卜
な
ど
の
販
売

頸
編
物
文
化
協
会
・
安
達
｀
4
3

1
6
8
9
8

番

付

）
、
各
支

所

、
Ｊ

Ｒ

松

戸

駅
（
み

ど

り
の

窓

口

）
、
市
内

各

郵

便
局

に
そ

れ
ぞ

れ

設

置
し

た

回

収
箱

※
ハ
ガ
キ
の
裏
に
写
真
な
ど
が

プ
リ

ン

ト

さ

れ
て
い

る
も
の
、

ビ

ニ

ー
ル

な

ど
で

表

面

が
コ

ー
テ

ィ
ン

グ

さ
れ

て

い

る

も

の

、
紙

以

外
の

素

材

の

も
の

は

、
再

資

源
化

で

き

ま
せ

ん

の
で

、

回

収

箱
に

入

れ

な
い

で

く
だ

さ

い

。

蠢

ご
み

を

減

ら

す

課

蠢
日

本
盆
栽
協
会
松
戸
支
部
・

眞
島
・
1
8
7

－
1
0
1
9

番

ヴ

ェ

ル

デ

ィ
「

レ

ク

イ

エ

ム

」

結

団

式

１

月
1
0
日

廊
午

後
６

時
3
0
分

か
ら
　

会

場

市
民

会

館

音
楽

室

費
用

月

三

千

円
（
入

会

金

千
円

）

黯

松

戸
混

声

合
唱

団

・

朝

倉

四

4
3－

Ｏ
［
Ｄ
７

３

番

野

鳥
観
察

会

1
2月
2
2日
面
午
前
８
時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
に
集
合
、
午

後
１

時
現
地
で
解
散
予
定
　

場

所
大
井
野
鳥
公
園
　

費
用
無
料

（
交
通
費
は
自
己
負
担
）
　
持
ち

物
筆
記
具
・
昼
食
な
ど

蠢
公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

松
戸
子
ど
も
劇
場

松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

定

期

演

奏

会１

月
1
9
日

㈲

午
後

２

時
開

演

会

揚
市

民

会

館
　

費

用
三

百

円

（
当

日

券

あ

り
）
　
内

容
フ

ル
メ

ニ
ア
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
ト
Ⅱ
ほ
か

黷

渡
利

｀
6
8－

2
5
3
6

番

（
午
後

８

時
亠

…一
時

）

認

証

二
十
周

年
記

念
盆

栽
展

示

会１
月
1
7
日
窗
～
1
9
日
収
、
午

前
９

時
～
午
後
５
時
　

会
揚
常

盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

期日 開演時間 会　 楊 内　　　 容 費 用

1/12{ED
午後２時・

４時30分
市民 劇 場

高学
年部
例会

あつとからくり・
おんすて－じ
出演＝現代人形劇
センター

3,000円

13
午後６時30分 新松戸市民

センター

15
午後２時 市民 劇場

17
午後６時

市 民 会館

低学
年部
例会

小さなスプーンお
ばさん
出演＝劇団エンゼ
ル

18山
午後３時・

６時

黷
高
橋
・
1
6
1
－
1
6
0
6

番

工

業
統

計
調
査

に

ご
協
力

を

通
産
省
で

は
、
毎
年
1
2月
3
1

日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
工

業

統
計
・
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
1
2月
下

旬
に
知
事
が

任
命
し
た
調
査
員
が
、
各
事
業

所
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
は
こ
の

調
査
目
的
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

蠢
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

婦

人

会

館

休

館

の

お

知

ら

せ

婦

人

会
館

は

、

電

気
工

事

の

た

め

、
１

月
1
3
日

㈲
～

２

月
９

日

㈲

の

間
休

館

し

ま

す
。

受

付

業
務

は

、
１

月
1
4
日

㈹

～
3
0
日

團

の

間

、

市

民
劇

場
で

午
前
９

時
か

ら
正

午
ま

で

行
い

ま

す

（
2
0
日

興

・
2
7
日

側

を

除

く

）
。
２
月

３

日

以

降
は

、

平

常

ど

お

り

婦
人

会

館
で

午
前
９

時

か

ら

午

後
５

時

ま
で

行
い

ま
叉

覬

婦

人

会

館

｀
6
4－
8
7
7
8

番松

戸
市

成
人

式

１
月
1
5日
吩
　

会
場
市
民
会

館
　
対
象
昭
和
4
6
年
４
月
２
日

か
ら
4
7年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で

、
市
内
に
住
民
票

年末年始の

こみ収集、し尿のくみとり

の
あ
る
人

（
対
象
者
に
は
通
知

状
を
発
送
済
み
で

す
）
　
　内
容

式
典
と
記
念
講
演
会

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

蠢

社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係

｛
1
6
6
1
7
4
6
2
番

「
放
火
・
に
注
意
」
年
末
年
始

火

災
特

別
警

戒

を
実
施
中

市
消
防
局

、
消
防
署
、
消
防

団
で
は
、
１
月
７
日

ま
で
、
市

内
全
域
に

わ
た
っ
て
火
災
特
別

警
戒
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
指
さ
し
防
火
で
火

災
Ｏ
（
ゼ

ロ
）
」
を
合
言
葉
に
、
火
の
元

や
冢
の
ま
わ
り
を
点
検
し
、
火

災
の
な
い
明

る
い
街
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

蠢
消
防
局
警
防
課
四
6
3
1
1
1

1
1
内
線
２
５
５
番

学

童
保
育

所
指

導
員

募

集

対
象
健
康
で
、
子

供
の
生
活

指
導
に
熱
意
を
持
っ
て
あ
た
る

こ
と
の
で
き

る
、
三
十
～
四
十

五
歳
く
ら
い
の
人

茴
常
盤
平

学
童
保
育
所
四
8
7－

2
6
7
0

番

年
末
の

ご
み

収

集

と

、
し

尿

の

く

み
と

り

は
１９
一
月
3
0
日

㈲

ま

で

で

す

。

来

年

は
１

月
４

日

出
か

ら

開

始
し

ま

す

。

年

末
は

、
大

掃

除

な
ど

で

、

ご
み

量

が
増

加

し

ま

す
。

ご
み

最 終収 集日 と収 集開 始日

収 集 曜 日 12月最終収集日1月収集開始Eﾖ

月･水･ 金地区 30日(月) ６日(月)

火･木･ 土地区 28日 倒 ４日(士)

年
末
年
始

市
役
所
と
関
係
機
関
の
休
み

松
戸

保
健

所6
1

-
2

1
2

1
番

青

少

年

電

話

相

談

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
体
育
室
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｊ
内
温
水
フ
ー
ル

婦
　
　

人
　
　

会
　
　

館

ユ

ー

カ

リ

交

通

公

園

自

転

車

保

管

場

所

戸
　

定
　

歴
　

史
　

館

文
　

化
　

ホ
　

ー
　

ル

六
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
青
松
圜

東

部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク

青
少
年
会
館（

本
館
・
分
館
）

矢
　

切
　

公
　

民
　

館

図

書

館
（

本

館

・

分

館

）

小

金
原

・

常
盤

平

体
育

館

運
　
　

動
　
　

公
　
　

園

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

市
　
　

民
　
　

劇
　
　

場

市
　
　

民
　
　

会
　
　

館

勤
　
　

労
　
　

会
　
　

館

市
　
　

立
　
　

病
　
　

院

市
　

民
　
セ
　
ン
　

タ
　
ー

市
　

役
　
所
　

・
　
支
　

所

名
　
　
　
　

称

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の

引
き
取
り

水
　

質
　

検
　

査

一

般

健

康

相

談

１
月
２
日
内
　
※
引
き
取
り
は
毎

木
曜
日
午
前
９
時
１０
分
～
９
時
4
0

分
に
実
施

１２
月
１３
日
田
～
１
月
８
日
困
（
予
約
制
）

１２
月
口
日
㈲
～
１
月
５
日
日

１２
月
2
8日
出
～
１
月
５
日
日

仁
月
2
8日
ｍ
午
後
１
時
Ｓ
１
月
４
日
出

1
2月
2
8日
出
正
午
～
１
月
８
日
團

１２
月
2
7日
廁
～
１
月
４
日
出

1
2
月
2
8
日
土
～

1
月
4
日
土

1
2
月
2
9
日
日
～

1
月
3
日
金

1
2月
2
8日
出
～
１
月
３
日
嚠

休

み

の

期

間

の
分
別
を
守
っ
て
、
計
画

的
に

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
内
に
し
尿
の
く
み
と
り
が

必
要
な
場
合
は
、
早
め
に

連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

1
2月
2
3日

㈲
は
祝
日
で
す
が
、

今
年
は
、

ご
み
の
収
集
と
し
尿

燃やせないご み

収 集 曜 日 12月最終収集Eﾖ１月収集開始Eﾖ

月 ・水地区 30日側 ６日(月)

火 ・木地区 26日困 ７日(火)

水 ・金地区 27日田 ８日冰）

木 ・土地区 28日(土) ４日出

月 ・金 地区 30日回 ６日(月)

火 ・土地区 28日出 ４日出

資源ご み・有 害ご み

の
く
み
と
り
を
実
施
し
ま

す
。

新
年
を
き
れ
い

な
環
境
で
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に

、
最
終
収
集

日
・
収
集
開
始
日

を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

蠢
ご
み
＝
清
掃
第
１
課
業
務
係
、

し
尿
＝
清
掃
第
２
課
指
導
係

収 集 曜 日 12月最終収集日１月収集開始Eﾖ

月 曜 地 区 30日側 ６日(月)

火 曜 地 区 24日(火) ７日吠）

水 曜 地 区 25日(水) ８日團

木 曜 地 区 26日困 ９日困

金 曜 地 区 27日圈 10日 捌

土 曜 地 区 28日出 ４日出

毎
日
が

火
の
元
警
報
発
令
中

燃やせるごみ



情 報
オ
ス

ト
メ

イ
ト

社
会

適
応
訓

練

講
習
会

１

月
2
6日
面
午
後
１

時
～
３

時
3
0分
　

会

場

葛

飾

公

民

館

（
船
橋
市
西
船
三
－

六
－

二
五
・

四
〇
４
７
４
－
3
7－

５
０
７
（
乙

番
、
交
通
＝
Ｊ
Ｒ
西
船
橋
駅
下

車
徒
歩
十
分
ま
た
は

京
成
線
西

船
駅
下
車
徒
歩
七
分

）
　
　内
容

講
演
・
ス
ト

ー
マ
療
法
士
に
よ

る
医
療
相
談
　
対
象
人
工
肛
門

（
こ
う
も
ん
）・
人
工
膀
胱
（
ぼ

う
こ
う
）
造
設
者
と
そ
の
家
族

お
よ
び
医

療
関
係
者
　

費
用
無

料窟
社
団
法
人
日
本

オ
ス
ト
ミ

ー

馬

橋

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
一
・
三
・
四
木
曜
日
、

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場
馬

橋

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用

月
二

千

円

（
入

会

金

千
円

）

蠢

白
畑

四
4
1－
8
6
4
0

番

す
ば

る
の

会
（

油
絵
）

毎
週
日
曜
日

、
午
後
１

時
～

４

時
　
会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ

ー
　

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金

協
会
千
葉
県
支
部
事
務
局
・
村

山
。‘
0
4
7
4
－
5
1－
5
5
8

1
番

文
化

ホ
ー

ル
科
学

教
室

「
彦

一
だ
こ

を

作

ろ
う
」

1
2月
2
2日

収
午
後
１
時
～
４

時
　
会
場
文
化
キ

ー
ル
　

内
容

竹
ひ

ご
と
和
紙
で
の
た
こ
作
り

持
ち
物
小
刀
・
は
さ
み
・
の
り

・
も
の
さ
し
・
鉛
筆
・
マ
ジ
ッ

ク
イ
ン

キ
・
毛
糸
針
・
た
こ
糸

対
象
小
学
校
四
年
生
以
上
・
先

着
三
十
人

圃

電
話
で
文
化

ホ
ー
ル
｛
。
6
7
1

7
8
1
0

番
へ

サ

ー

ク

ル

千
円
）

蠢
加
藤
｀
8
8
－
6
5
0
6
番

壺
宮
華

道
研

究
会

①
毎
週
火
曜
日

②
毎
週
木
曜

日
と
も
に
午
前
1
0時
～
正

午
と

正
午
～
午
後
２
時
　

会
場
①
八

柱
市
民
セ
ン
タ
ー
②
市
民
会
館

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金

な
し
）

蠢
須
藤
四
6
2↓
1
9
9
0

番

矢
切
公
民
館
第
三
期
成
人
講
座

科　 目 期　　 日 時 間 講　 師 内　　　 容 教材費

川　　 柳
1 /17～3/27

毎週金曜日

午前10時

Ｓ

正午

浅田扇啄坊
氏

川柳の沿革と作句の基礎

現代川柳の観賞、実作
1,000円

三 味 線
1/25～3/28

毎週土曜日
午後1 時

S

3時

辺川佳溪
氏

黒田節、相馬二遍返し、

草津節、久保田節ほか
1,000円

ﾌﾙｰﾄ

ｱﾝｻﾝ ﾌﾞﾙ

1 /14～4/13

毎週火曜日

高久　　進
氏

三重奏、四重奏を楽しむ

パッヘルベルのカノン

ほか

無料

レザー

クラフト

1 /16～3/19

毎週木曜日

午前1塒

Ｓ

正午

村元真里子
氏

小銭入れ、ブローチ、

ｷｰﾎﾙ ﾀﾞｰ
8,000円

英 会 話
1 /14～3/24

.毎週火曜日

午後1 時

S

3 時

Ｃ．Ｊ．
ディグウィ
ード　　氏

日常会話、あいさつ

もののたずね方ほが
1,000円

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

圉
直
接
窓
口
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に

希
望
科
目
・
住
所
・
氏
名
・

年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
－

一

矢
切
公
民
館
（
｛
。
6
8
－
1
2
1

4
番
｝
へ

ふ

れ

あ

い

教

室
（

ワ

ー

プ

ロ

）

④
１

月
2
2
日

圉

～

％
一
日

窗

⑧

１

月
2
7
日

側
～
2
9
日

圉

、

各

午

後
６

時
3
0
分
～

８

時
3
0
分
　

会

松

戸

ス
コ
テ

ッ

シ
ュ

ダ
ン

ス

サ
ー

ク
ル

毎
月
第
四
木
曜
日
、
午
後
６

時
～
９
時
　

会
場
稔
台
市
民
セ

ン

タ
ー
　
費
用
月
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

黷
佐
藤
四
8
7
1
0
2
5
0
番

松
戸

ク

ロ
ッ
キ

ー
の

会

毎
週
金
曜
日

、
午
後
６

時
3
0

分
～
８
時
3
0分
　

会
場
市
民
会

館
　

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
二
千
五
百
円
）

蠢
新
橋
公
6
3－
6
8
2
7

番
講
座
・
講
演

場
勤
労
会
館
　
対
象
市
内
在
住

・
在

勤
の

勤

労

者
（
初

心

者

）

定
員
Ａ
・
Ｂ
各
十
人
（
申
し
込

み

多

数
の

場

合

は

抽
選
　
　

費

用

無

料

匣
1
2
月
2
7
日

窗

〔

消
印

有

効

〕

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏

名

・

年
齢

・

電

話
番

号

・

勤

務
先

・

教
室

名
（

ワ

ー

プ
ロ

）
・

コ
ー
ス
（
Ａ
・
Ｂ
の
別
）
を
明
記

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八
七

１

五

松

戸
市

役

所

商
工

課

へ

保

健

衛

生

Ｄ

Ｐ

Ｔ

（

ジ

フ

テ

リ

ア

、

百

日

せ

き

、

破

傷

風

混

合

）

ワ

ク

チ

ン

個

別

接

種

接

種
場

所

市
内

の

委

託
医

療

機

関
　

対

象
一

期
＝

生

後
三

ヵ

月

～
四

十

八

ヵ

月
未

満

の
人

で

三

回

接
種

し

ま

す

（
生

後
四

十

八

ヵ

月
～

七

十
二

ヵ

月

未

満
の

人

お

よ

び
百

日
せ

き
に

か
か

っ

た

こ

と
の

あ

る
人

は

、Ｄ

Ｔ
〔

ジ

フ

テ

リ
ア

、

破

傷
風

混

合
〕

で

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

１９
一
月
2
4
日

㈹

午

後
１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

揚

市
民

会

館

音
楽

室
　

費
用

テ

キ
ス

ト

代
二

千

七

百
円

頸

社

会

教

育
課

市

民

文
化

係

続
西

鶴

「
好
色

一
代

男
」

を

読

む1
2月
2
5日
困
午
後
１
時
3
0分

～
３
時
3
0
分
　
会
場
婦
人
会
館

費
用
無
料
　
講
師
元

相
模
女
子

大
教
授
・
森
安
理
文
氏
　
　

師

圜
市
立
図
書
館

容
6
5－
5
1
1

5
番

高

校

生

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座
（

初

級

）

１

月
５

日

㈲

～
７

日

脚

（
２

泊

３
日

）
　
　
会

場

流
山

青

年
の

家
　

費
用

四

千

円

圃

学

校
長

を

通

じ
て

蠢

流

山
青

年
の

家

・
小

林

｀
0

4
7
1

－
5
9
－
2
0
0
4

番

接
種
し
ま
す
。
二
期
＝
一
期
終

了
後
十
二
ヵ
月
～
十
八
ヵ
月
の

聞
に
一
回
接
種
し
ま
す
　

申
し

込
み
を
す
る
人
六
歳
未
満
の
人

で

、
一
期
三

回
）
、
二
期

二

回

を
接
種
し
て
い
な
い
人
で

問

診
票

を

持

っ
て

い

な
い

人

申

し

込
ま

な

く

て

も
よ

い

人
一

期
＝

平

成

３

年
６

月
１
日

～
９

月
3
0
日

生
ま

れ
の

人

。

二

期
＝

平

成
２

年
２

月
１

日

～
５

月
3
1

日
生
ま
れ
の
人
で
1
1
月
末
ま
で

に

住
民

登

録

を
し
て

い

今
人
は

、

１

月
上

旬
に

通

知
し

ま

す

。

※
以

前
の

問

診
票

を
持

っ
て

い

る
人

は

、

そ

れ
で

受

け

ら
れ

ま

す
。

匣
ハ
ガ
キ
に
左
記
申
し
込
み
要

領
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所

保
健
衛
生
課
三
種
混
合
係
へ

ハ ガ キ申 し 込 み 要 領蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

日 程 表

会　 場　名
ツ蜀レ
クリン

判 定

BCG
Ｓ

衛　 生　 会　 館 2/1明 2/12伽

午
後
1
時
1
5
分
～
2
時
3
0
分

五 香 市民 センタ ー 2/10(月) 2/12團

松飛台市民センター 2/4㈲ 2/6 附

小金北市民センター 1/22團 1/24哨

東部 市民センタ ー 2/5團 2/7 窗

馬橋東市民センター 1/2騏 1/31鬯

健康 増進センタ ー 1/27回 1/29團

常盤平市民センター 1/2艱 1/31廊

明 市 民 セ ン タ ー 2/3回 2/5 伽

古ヶ崎市民センター 2/1謝 2/14宙

稔台 市民セン ター 1/28図 1/30困

小金原市民センター 1/22團 1/24倒

新松戸市民センター 1/28㈲ 1/30困

小 金市民セン ター 2/4図 2/6 附

常盤平市民センター 2/18図 2/20附

馬 橇市民セン ター 2/5伽 2/7 働

六実市民センター別館 1/21図 1/23附

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀ 1ー/21㈲ 1/23附

乳

が
ん
検
診

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以

上
の
女
性
（
今
年
度
、
市
内
受

託
医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
　

費
用
百

円
（
生
活
保
護
世
帯
・
老
人
医

療
受
給
者
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料
）

女
性

フ

ォ

ー
ラ

ム
　

ー
Ｎ

Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｄ
Ｏ

１

月
2
5日
出
午
前
1
0時
～
午

後
３

時
　
会
場
市
民
会
館
　

定

貫
千
二
百
人

（
先
着
順
で
受
け

付
け
）
　
内
容
　

講
演
＝
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
制
作
局
長
・
小

林
由
紀

子
氏
「
社
会
が
求
め
る
も
の
・

女
性
が
求
め

る
も
の
」

、
県
知

事
参
加
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ほ
か

惠
電
話
で

、
県
社
会
部
青
少
年

婦
人
課
婦
人
政
策
室｛
1
0
4
7

2
－
2
3－
2
0
6
1

番
へ

2
7附

2
5図

1
8

1
3

６
困

２

／
４

㈲
3
0困

2
8㈲

1
/
2
1

期

日

市
　

民
　

会
　

館

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

衛
　

生
　

会
　

館

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

会
　
　

場

午後2時～2時30分 受
付

時
間

匣
当
日
会
場
で

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

胃

が
ん
検

診
の

追
加
実

施

期
日
１

月
2
9日
困
・
3
0日
附

・
3
1日
窗
、
２
月
３
日

側
　
受

付
時
間
男
性
１
午
前
９

時
1
0分

～
９

時
3
0分
、
女

性
＝
午
前
９

愛 の 献 血

時
3
0分
～
1
0時
3
0分
　
会
場
衛

生
会
館
　
対

象
市
内
在
住
の
四

十
歳
以

上
の
人
　

費
用
五
百
円

（
生
活
保
護
世
帯
・
老
人
医
療

受
給
者
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
た
だ
し

、
平
成
３

年
度

に
申
し
込
み

を
し
て
い
て
、

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

問
診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
受
診
日
の
前
日
夜
９

時
以
降

は
一
切
の
飲
食
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
（
水
・
た
ば
こ
も

い
け
ま
せ

ん
）
。

黷
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 会　 楊 時　　 間 主　 催

12/21山 松戸駅東口
午前1塒~順3吩･
午後1 時～４時

松

戸

市

26
松戸市役所

午前1塒 ～

午後４時

28
松戸駅東口

樋1 囈~順3吩･

午後1 時～４時

30

ダイエー

新松戸店前

午前1塒 ～

午後３時

1/4 山
午前1塒 ～

午後４時

6
松戸駅東口

午前10時～

1塒30分

午後1 時～４時1

8
19 伊勢丹

松戸店前

午前10時～

午後４時

松戸ライオ

ンズクラブ

[鷓健康管理 課業務係

ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
反
応

検
査
・

Ｂ
ｃ

Ｇ
予

防
接

種
の

お
知

ら

せ
ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
・

Ｂ
ｃ

Ｇ
予

防
接
種
を
上
記
日
程

表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み

を
す
る
人
Ｂ
ｃ

Ｇ

接
種
当
日
四
歳
未
満
で
Ｂ
ｃ

Ｇ

を
一
度
も
受
け
て
い

な
い
人
で

ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
、
Ｂ
ｃ

Ｇ
の

間

診
票
を
持
っ
て

い
な
い
人
　

申

し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人
平
成

３

年
４

月
―
日
～
９

月
3
0日

生

ま
れ
の
人
で
1
1月
末
ま
で

に
住

民
登
録
を
し
て

い
る
人
は
、
１

救急・年末年始の医療体制

月

上

旬
に

通

知
し

ま

す
。

※
以

前
の

ツ

ベ
ル

ク
リ

ン

、
Ｂ

Ｃ
Ｇ

の
問

診

票

を

持

っ
て

い

る

人

は

、
そ

れ
で

受

け
ら

れ

ま

す

。

匣
ハ
ガ
キ
に
左
記
申
し
込
み
要

領

を

記
入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

本

三

八
七
－

五

松

戸

市
役

所

保

健

衛

生
課

ツ

反

、
Ｂ

Ｃ

Ｇ

係
へ

ハガキ申 し込 み要領憇
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

医師会・歯科医師会・薬剤師会のご協力により、

年末年始も診療を行います。

◆夜間急病診療所(毎日)午後8時～11時衛生会館内

………………………………………昔68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレ ホンサービス ………………………… 昔66-0010 番

◆緊急休日･年末年始(12/29 ～1/3) 在宅当直医･

午前9時～午後5時 テレ ホンサービス……昔66-0010 番

◆休日土曜日･年末年始(12/29 ～1/3) 夜間歯科診療所･

午後8時～11 時 衛生会館内 ……………… 登65-3430 番

健康保険証を忘れずに

ご参加ください



雄は栗色の頭の中央

に黄白色の線　灰色の

背　黒い尻

全長　　　　　　48cm

翼開長　　　　　76cm

見られる所…江戸川

ま
つ
ど
寄
席
で
大
笑
い

表
情
豊
か
に
大
熱
演

コンピューター公開授業

耳が不自由な人にも、落語を楽しんでもらおうと、11 月26日

に手話サークル・ゆう かりの会(畑田久美子会長)による松戸で

初めての手話落語「まつど寄席」が、市民会館ながいき室で開

かれました。

全国で大好評のアマチュア手話落語研究会「笑草会」を招いて

行われたもので、会を指導する林家一門の林家とんでん平さん

も、おなじ みの落語「堀の内」を手話で披露し、満員の観客は、

大喜びでした。

「
思
っ
た
よ
り
や
さ
し
い
」の
声

も

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題･身近な出来 事など)

をお寄せください。採用 の方に

は記念品を差し 上げ ます。

広報課

手話で話 してくれた

耳
が
聞
こ
え
る
人
の
楽
し
み
だ
と
思

っ
て
い
た
落
語
を
、
生
ま
れ
て
初
め
て

楽
し
み
ま
し
た
。

私
た
ち
耳
に
障
害
を
持
つ
者
に
と
っ

て
、
映
画
や
芝
居
な
ど
も
、
も
っ
と
手

話
で
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
話
を
し
た
い

の
で
、
健
常
者
の
中
に
も
、
手
話
が
で

き
る
人
が
、
も
っ
と
増
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
。

コンピューターは、いつの間に

か私たちの日常生活にすっかり溶

け込んできていますが、学校教育

でも例外ではありません。自分の

ペースで、分かるまで何度も繰り

返し学習できる、コンピューター

の特性を利用した授業の研究が、

市内の小・中学校で進められてい

ます。

11月26日に馬橋小学校で行われ

た公開研究授業では、３年生が算

数を勉強。キーボードを鮮やかに

扱って図形を描いていく子どもた

ちに、見学の先生たちもすっかり

感心していました。

男女が支え合 う

社会を

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

1
1月
3
0日
に
市
民
劇
場
で
、
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
女
性
行
動
計
画
が
策

定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
「
私

が
出
会
っ
た
女
性
た
ち
」
と
題
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
佐
藤
洋
子
氏
が
講
演
。
講
演
会
に
先
だ
ち
、
市

内
小
・
中
学
校
の
先
生
た
ち
に
よ
る
ミ
ニ

ー
コ
ン
サ

ー
ト
も
あ
り
、
会
場
は
ソ
フ
ト
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
つ
ど
文
学
散
歩

小

林

一

茶

③

小
説
・
評
論
等
に
見
る
一
茶
と
立
砂

一
茶
に
関
し
て

、
研
究
書
、
解
説
書
が

数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

下

総
馬
橋
、
大
川

立
砂
の
存
在
は
、
一
茶

を
研
究
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き

な
い

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
茶
馬
橋
居
住
説
を
中
心
に

、
馬
橋
、

立
砂
に
関
す
る
記
述
を
探
し
て
み
る
と
、

「
下

総
と
一
茶
　

栢
日
庵
立
砂
と
一
茶
」

（
佐
藤
雀
仙
人
）
、
「
人
物
叢
書
　
小
林

一
茶
」
　（
小
林
計
一
郎
）
、
「
新
訂
俳
句

シ
リ
ー
ズ
・
人
と
作
品
３
　

小
林
一
茶
」

（
丸
山
一
彦
）
、
「
小
林
一
茶
と
房
総
の

俳
人
た
ち
」
　（
杉
谷

徳
蔵
）
、
「
小
林
一

茶
」
　（
瓜

生
卓
造
）
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。

ま
た
戯
曲
で
は
、
井
上
ひ

さ
し
の

ぶ

林
一
茶
」

が
、
小
説
で
は
、
藤
沢
周
平
の

二

茶
」
、
矢
代
静
一
「
小
林
一
茶
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

藤
沢
周
平
は
、
昭
和
四
十
八
年
『
暗
殺

の
年
輪
』
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
時
代
小

説
の
名
手
で
す
。

『
一
茶
』
の
宣
伝
文
と
し
て
「
俳
聖
か
、

俗
事
に
た
け
た
世
間
師
か
。
著
者
が
渾
身

真
間
山
弘
（
ぐ
）
法
寺
（
市
川
市
）
に
あ
る

一
茶

の
「

真

間
寺

で
　

斯
（
こ

）
う

拾
（
ひ

ろ

）
し

よ
　

散
（
ち

り

）
紅

葉
」
の

句

碑

の
気
魄
を
こ
め
て

取
組
む
長
編
小
説
」
と

あ
り
ま
す
。

こ
の
小
説
の
中
で
、
弥
太
郎
（
一
茶
）

は
立
砂
の
店
に
「
就
職
」
し
、
立
砂
の
俳

諧
の
師
匠
で
あ
る
森
田
元
夢
に
弟
子
入
り

さ
せ
て

も
ら
い
、
や
が
て
俳
諧
師
と
し
て

独
立
す
る
…
と
い
う
馬
橋
居
住
説
に
よ
る

物
語
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
知
り
合
い
？
　

ど
う
い
う
ひ
と
で
す

か
」警

戒
す
る
よ
う
に
弥
太
郎
は
言

っ
た
。

男
は
奉
公
先
を
世
話
し
て
く
れ
る
つ
も
り

ら
し
い
が
、
弥
太
郎
は
こ
れ
ま
で
の
い
き

さ
つ
か
ら

、
自
分
は
奉
公
に
は
向
か
な
い

人
間
だ
と
思
っ
て

い
た
。

い
ま
の
よ
う
に
行
き
あ
た
り
は

っ
た
り

の
、
日

雇
い
仕
事
に
入
る
ま
で
、
弥
太
郎

は
十
指
に

あ
ま
る
奉
公
先
を
転
転
と
し
て

い
る
。

「
馬
橋
の
油
屋
で

、
大
川
と
い

う
家
で

す
。
そ
こ
か
ら
人
を
頼
ま
れ
て
い
て
な
」

「
馬
橋
と
い
う
と
、
下
総
で
す
か
」

男
の
言
う
奉
公
先
が
、
江
戸
の
内
で
は

な
い
こ
と
が
、
弥
太
郎
の
心
を
惹
い
た
。

江
戸
人
の
意
地
の
悪
さ
に
は
懲
り
て
い
る
。

「
下

総
た

っ
て
あ
ん
た
、
松
戸
の
先
だ

か
ら
そ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
い

い
と
こ
ろ
で
す
よ
、
宿
を
一
歩
は
ず
れ
れ

ば
、
の
ん
び
り
し
た
景
色
で
」

「
…
…
…
」

「
大
川
と
い
う
家
は

、
そ
の
あ
た
り
じ

ゃ
聞
こ
え
た
金
持
ち
で
ね
。
旦
那
が
立
砂

と
い

っ
て

俳
諧
に
凝
っ
て
い
ま
す
。
旦
那

芸
だ
が
、
た
し
か
今
年
の
春
点
者
に
推
さ

れ
た
は
ず
だ
か
ら
、
ご
本
人
も
た
だ
の
道

楽
と
は
思
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
」

（
「
一
茶
」
)

（
市
立
図
書
館
）

手
話
落
語

関 口　 光 男 さん（新松戸）

講演する佐藤洋子氏(左)と楽しいミ ニ･コン サート

33

開
　
　
　
催

馬橋小学校

よく分かって　楽しい！

スナップ ショット

松戸
の

野鳥

最近は江戸川に来るカモの中で一番数が多

く、雄は派手な色彩に加え、飛ぶと翼中央の

白が目立ち、雌も名のとおり全体に赤つぽく、

その上ピユーと鳴きながら川面を泳いでいる

のですぐに分かる。餌は植物性で主に夜間に

水草や陸上の草を食べるが、時として内湾で

養殖中のノリを荒らしてしまうこともあり、

漁師たちに嫌われている。

ヒドリガモ
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